
R2年度 大阪教育福祉専門学校　教育保育科 第一部　シラバス

授業科目名 担当教員名

必修/選択 開講学年・学期

科目区分 単位数

授業方法/担当形態

特記事項

テキスト

参考書・

参考資料等

成績評価の方法

授業計画 到達目標番号

第1回
Ⅱ-２-①

第2回
Ⅱ-２-②

第3回
Ⅱ-４-①

第4回
Ⅱ-４-②

第5回
Ⅱ-４-③

第6回
Ⅱ-４-③

定期試験

施行規則に定める科

目区分　等

授業の概要

授業の到達目標

随時プリントを配布

期末テスト70％　平常点30％

公益財団法人　日本スポーツ協会　リファレンスブック

公認スポーツ指導者養成テキスト共通科目ⅠおよびⅡ

筆記試験

スポーツ事業のプロモーション

・ スポーツ事故が発生した場合の危機管理 体制の整備について認識させる。

・ スポーツ事故が発生したときの対応と指導 者の法的責任を理解させる。 

・ 総合型地域スポーツクラブが必要とされた政策的な背景を教える。

・ 総合型地域スポーツクラブの創設に必要な６つの要件について教える。

・ クラブの自主運営に必要な４つの要件を教える。

2年　後期　(年間開講数　1講座)

1単位

講義 / オムニバス

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任

スポーツ事業のプロモーション

Ⅰ－１スポーツ事故を想定した体制を整備すること の必要性と、その方法を理解させ、スポーツ事 故に関する基本的な法律知識を身につけさせる。スポーツには、活動の本質からくる必

然とし てルールがあり、ルールに従った行動であれば 法的には責任は問われない。しかし人権という 観点からすれば、スポーツも人の営みであるこ とに変わりはなく,スポーツに関わるすべて

の人 の自由・平等・名誉などを享受する権利を奪っ てはならないことを理解させる。

Ⅱ－１我が国のスポーツ振興のなかで、今後、中心的なスポーツ組 織と目されている総合型地域スポーツクラブの育成と運営には、 その背景を理解し、クラブの経営資源を有効に活用

し、会員が 継続的に快適なクラブライフを送ることができるような知識と実践を理解させる。 

総合型地域スポーツクラブの育成と運営

スポーツ組織のマネジメントと事業のマーケティング

授業の内容

スポーツと人権　（スポーツ倫理　セクシャルハラスメント　ドーピング）

スポーツ施設経営と体育法学

その他の資格取得科目

三上　教道　加藤　裕二

選択 (/ジュニアスポーツ指導員資格 )


